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廃炉に７５０億円、ふげん現場公開 原子力機構３３年度終了
目指す

（2013年1月24日午前6時59分）

• 新型転換炉のふげんは２００３年に運転を終え、
０８年に廃炉作業に入った。３３年度の作業終了
を目指している。廃炉作業にかかる費用は７５０
億円。廃炉作業で出る廃棄物約３６万１８００トン
のうち、これまでに７２０トンを撤去した。 タービン
を回した蒸気を冷やして水に戻す復水器をビニー
ルシート越しに公開。高さ１５メートル、幅７メート
ル、奥行き１５メートルの構造物が左右対称に二
つあり、左側がすっぽりなくなっていた。復水器の
解体はあと３年かかる。ビニールハウス内で作業
員が高圧水を使い、解体された配管や弁などを
除染している様子も公開した。 原子力機構は、
廃炉作業で得られた技術を東京電力福島第１原
発の事故処理などに生かしたい考え。原子炉本
体は放射線の遮へいのため上部にプールを設け
２３年度から解体する計画。レーザーを使い遠隔
操作により切断する技術開発を進めている。 ふ
げんには４６６体の使用済み核燃料が残ってお
り、東日本大震災などの影響で東海再処理施設
（茨城県）の稼働が遅れたため、搬出は先延ばし
された。原子力機構は、早ければ１３年度後半に
も搬出を再開する見通しを示した。

福井新聞20130124

日本原子力研究開発機構は２３日、廃炉を進めて
いる原子炉廃止措置研究開発センター（ふげん）
＝福井県敦賀市＝で、タービン建屋内での復水器
の解体作業を報道陣に公開した



もんじゅ（高速増殖炉、核燃料サイクル）

原子力2004

プルトニウムを約20パーセント含んだウラン・プルト
ニウム混合燃



原子力2004



核燃料サイクル

原子力2004





小出氏



活断層



（これまでの）原子炉立地指針

• ①大きな事故の誘因となるような事象が過
去においてなかったことはもちろんであるが，

将来においてもあるとは考えられないこと。ま
た，災害を拡大するような事象も少ないこと。

• ②原子炉は，その安全防護施設との関連に
おいて十分に公衆から離れていること。

• ③原子炉の敷地は，その周辺も含め，必要

に応じ公衆に対して適切な措置を講じうる環
境にあること。



新規制基準

• 活断層の真上に重要施設の設置を禁止

– 重要な安全機能を有する施設は、将来活動する
可能性のある断層等の露頭が無いことを確認し
た地盤に設置すること



ペキッ

1995年兵庫県南部地震 Ⅱ活断層の何が問題なのか



1995年兵庫県南部地震
Ⅱ活断層の何が問題なのか



Ⅱ活断層の何が問題なのか



1999年9月21 01:47
集集地震（台湾）

Ⅱ活断層の何が問題なのか



Ⅱ活断層の何が問題なのか





• 元文相で物理学者の有馬朗人

– 活断層があってもどうすれば安全が保たれるか研究
開発を進めればよい

• 東京大の岡本孝司教授（原子炉工学）

– 本当に重要なのは活断層かどうかということではな
く、放射性物質が漏れるリスクがあるかどうかだ。だ
が、その議論がない。規制委での議論は科学とはい
えず、小説の世界だ。

• 首都大学東京の山崎晴雄教授（地震地質学）

– 活断層が危ないというのは風評で、原発反対運動の
口実として使われている。活断層が動いても原発が
大きな災害とならないよう、工学的対応を進めなくて
はならない。



島根原発

• 位置

• 機数

• 稼働状況







島根原発の位置



島根原発：機数

運転開始 出力（万KW） 現状

１号機 １９７４年（３９年前） 46 停止中（定期検査）

２号機 １９８９年（２４年前） 82 停止中（定期検査）

３号機 ２０１２年（予定だった） 137 建設中



１９７４年、１９８９年の出来事？

• 金大中事件
• 日航機ハイジャック
• イラク軍がクウェートに侵攻

• 田中首相退陣、三木内閣誕生
• 南ベトナム崩壊、ベトナム戦争が終結
• 元日本兵・小野田寛郎30年ぶりに救出

• 沖縄海洋博開催
• リクルート疑惑
• ベルリンの壁崩壊



１９７４年、１９８９年

• 1973年
• 金大中事件
• 日航機ハイジャック
• 1974年
• 元日本兵・小野田寛郎30年ぶりに救出
• 田中首相退陣、三木内閣誕生
• 1975年
• 南ベトナム崩壊、ベトナム戦争が終結
• 沖縄海洋博開催
• 1988年
• リクルート疑惑
• 1989年
• ベルリンの壁崩壊
• 1990年
• イラク軍がクウェートに侵攻



島根原発の稼働状況

同時停止？

2010 2011 2012 2013
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5

31 8

18 6 27

2007 2008 2009
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

13 5 20 7 13

8 10 7 24



2010年3月31日



2010年５月１日



20100612(山陰)



島根原発の問題点



島根原発の問題点

• 直近に活断層

• １号機

– 老朽化

• １･２号機

– 格納容器の型



大地震が島根原発を襲う！
中国電力は、島根原発1号機、2号機を設計する

時、周辺に設計に考慮すべき活断層はないと評価

①1998年８月： 長さ８㎞の活断層を確認（Ｍ6.3）
②2008年3月：「耐震安全性評価中間報告」
・活断層長さを22kmと評価
・耐震安全性は確保されると主張

28

直近に活断層



８ｋｍ

わずか10年で「宍道断層」は１４ｋｍも成長？
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宍道断層は長大な一括活動型の活断層
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老朽化

赤旗日曜版20110417



炉の型

福島第一1号機と同じ

マークⅠ型原発

• 福島第一1号機は、

1960年代にアメリカの

ゼネラル・エレクトリック

(GE)によって造られ、

元設計者から耐震脆弱

性を指摘されていた。

32







・指摘された耐震脆弱性

①格納容器全体の容積が小さく、圧力容器内の蒸気
が格納容器に抜けると、圧力に耐えられない。最悪、
破裂の危険性も！

②ドーナツ状の圧力抑制室を下部に配し、パイプでつ
なぐ構造が地震に対して脆弱
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技術と人間197606



３号機炉の特徴（問題点）
改良型沸騰水型（ABWR）

• （１）インターナルポンプ、

• （２）改良型制御棒駆動機構（改良型CRD）、

• （３）鉄筋コンクリート製原子炉格納容器



インターナルポンプ（再循環ポンプを内蔵）



制御棒駆動装置



20110216(山陰)



格納容器を鉄筋コンクリートに



裁判について

• １･２号機運転差止訴訟（vs中電）

• ３号炉運転差止訴訟（vs中電 ･国）



１･２号機運転差止訴訟（ 中電）

• 1999年４月提訴

• 2010年６月 一審判決（敗訴）

• 現在控訴審中（広島高裁松江支部）

• 争点

– 活断層の長さ

– どのくらいの地震の揺れが想定されるか

– 「ゆれ」に対して、壊れないか？



2010年06月01日(山陰)





３号炉運転差止訴訟（ 中電 ･国）

• 2013年４月２４日提訴

• 原告428名（うち鳥取から ２０４名）

• 弁護団 １８名＋７５名

• 国に対して

– 減思慮設置許可処分が無効

– 中電に対して、使用の非開始の命令

• 中国電力に対して

– ３号機を運転してはならない








